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１．ビジネスアイデア募集の説明
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技術力の高い

中小企業の集積

教育・研究機関の

集積

充実した

産業支援体制

国内外の

先端産業

スタートアップ

大企業

投資家等

将来像

多摩地域で

イノベーションが

起こり続ける

好循環

（エコシステム）
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多摩イノベーションコミュニティ

交流・連携

新たなビジネスアイデアの創出・

多様な主体によるプロジェクト組成等の促進

多摩イノベーションコミュニティの目的
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多摩イノベーションコミュニティの本年度の取り組み

【第1回】ビジネスモデル策定ワークショップ

【第2回・3回】アイデア創出ワークショップ



コミュニティ活動のコミュニティ活動のアウトプットの機会として、

「多摩地域の課題解決に向けたビジネスアイデア」を募集します！
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募集概要

応
募
資
格

•本コミュニティの会員（入会申込中含む）であること

•代表者は中小企業（スタートアップ含む）であること 等

（連携事業者は中小企業に限らない）

要
件

•本事業の定める重点テーマのいずれかに該当すること

•多摩地域における社会課題を捉えたビジネスアイデアであること

• ビジネスアイデアの提供価値が顧客にとって有益であること

•多摩地域へのインパクトが期待でき得る、新規性・独自性のあ
るビジネスアイデアであること

•（研究開発中の技術を活用したビジネスアイデアの場合）

研究開発完了に向けた技術課題とその解決見込時期が明確
化していること

支
援
内
容

６件程度の優れたビジネスアイデアを選定し、ビジネス
アイデアの具現化に向けて、以下の支援を行う

１．ハンズオン支援

以下の計画策定支援等行う

①ビジネスアイデアの事業計画策定に向けた助言

②ビジネスアイデアの壁打ち

③必要な連携先とのマッチング支援

④ワークショップ※等と連携した事業構想のブラッシュアップ
支援

※本コミュニティにて、令和5年度11月以降に開催を予定して
いるワークショップ

２．費用支援

ビジネスアイデアの具現化に要する費用について、1プロジェクト
当たり最大100万円（税込）を支援する

２．支援機関

令和5年11月中旬～令和6年3月まで

■ AIを用いた技能人材の継承・拡大■ DX推進による医療のオンライン化

＜ビジネスアイデア例＞

※1社単独ではなく、複数の企業等により取り組む想定のビジ
ネスアイデアであること



募集要項「１ 定義」
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ビジネスアイデア

複数の企業等が連携して取り組む想
定であること

重点テーマ

多摩地域の特徴や課題・産業の特
徴を踏まえて設定している

詳細は「多摩イノベーションエコシステ

ム形成に向けた取り組み方針」をご
参照ください

https://www.sangyo-
rodo.metro.tokyo.lg.jp/chushou/ho
nnbunn_tamatiikiinobe-syon.pdf

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/chushou/honnbunn_tamatiikiinobe-syon.pdf


募集要項「２ ビジネスアイデアの要件」
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（２）（３）

多摩地域における社会課題に対して有
益な価値を提供すること

（４）

新規性・独自性のあるソリューションであ
ること

ビジネスアイデアの検討フェーズのものを
対象とする

（市場ニーズ等を踏まえて、企画・構想

およびそのための応用研究開発を実施
するフェーズ）



募集要項「３ 応募資格」
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コミュニティ会員

コミュニティ会員でない企業様については、

応募締め切りまでに、コミュニティ入会申
し込みが必要となります

応募者

中小企業（スタートアップを含む）が代
表に立っていただく必要があります

コミュニティ入会メニュー



募集要項「４ 支援内容」
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募集要項「５ 支援期間」

ハンズオン支援

次年度以降の事業者のアイデア実現に

向けた取り組みを加速化させるための支
援を提供

費用支援

人件費は支援対象外



応募方法

応募者が、提出期限までに

応募書類を事務局へ送付

<応募書類>

様式1 エントリーシート

様式2 提案書

様式3 経費算出書類

応募者およびビジネスアイデアチーム
当たり応募は1件まで

連携事業者としてであれば、複数の

ビジネスアイデアチームでの関与も可
能
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募集要項「６ 応募方法」



募集要項「７ 審査・選定方法」
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審査方法

審査員（外部有識者含む）による審査を実施

結果通知

令和5年11月中旬以降、応募者全員に
結果を通知
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募集要項「８ 説明会」

9/15(金)も同様の内容で予定



アイデアの内容について

本コミュニティでは法的保護等は行わな
い
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募集要項「９ 留意事項」

選定後に必要なこと

• 事務局が行う本事業のイベント・
WEBサイト等での情報発信や各種
調査等への協力



今後の流れ
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応募方法・提出期限

◆応募方法：事務局のメールアドレス宛に、応募書類を送付してください

◆提出期限：10月4日（水）12時00分（正午）まで【必着】



２．応募書類の説明



応募様式 「様式1 エントリーシート」
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応募者の情報を記入

（黄色箇所）

• 応募資格の要件をすべて満たしてい

ることを確認（満たしていることを確
認した項目について、☑を入れる）



今年度の活動の中で使用する想定の事
業費を記載

応募様式 「様式3 経費算出書類」
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事業費の中で費用支援を希望する費目
に〇をつける



応募様式 「様式2 提案書フォーマット」
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• フォーマットの項目に沿って作成頂く

（最大7枚）



応募様式 「様式2 提案書フォーマット」
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ビジネスアイデアを可視化するフレームワークである「リーンキャンバス」における主要5要素（下記緑色部）を意識することで、記載が
比較的容易になるフォーマットとなっております。

※リーンキャンバス解説動画をHP上に公開しておりますので、そちらもご参照の上、提案書をご作成ください

課題

上位3つの課題

ソリューション

上位3つの機能

主要指標

計測する主要活動

独自の価値提案

あなたの差別化要因

と注目に値する価値を

説明した単一で明確

な説得力のあるメッ

セージ

圧倒的な優位性

簡単にコピーや購入が

できないもの

顧客セグメント

ターゲットにする顧客

チャネル

顧客への経路

収益の流れ

収益モデル

顧客生涯価値

収益

粗利益

コスト構造

顧客獲得コスト

流通コスト

ホスティングコスト

人件費など

既存の代替品：

現状では、顧客・ユー

ザーがどういう手段で

課題を解決しているか

アーリー

アダプター：

一番最初に購入・使

用してくれそうな人

２１ 4 5
3



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (2/5)
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✓ ビジネスアイデアの対象とする社会課題

について、根拠となるデータなどを用いて、
記載。

✓ 多摩地域との関連（地域や企業の特
徴など）も含めて具体的に記載。

（参考）リーンキャンバスとの対応

✓ 課題を抱えている対象（＝ビジネスアイ
デアの顧客）

✓ その顧客の対象の規模感に記載。

✓ 上記社会課題に対し、現状どのような

対策が取られているか、その対応策がそ
の顧客にとってなぜ不十分か記載。



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (3/5)
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✓ 上記価値を提供するためのソリュー

ションについて、新規性・独自性の

ポイントがわかるようなイメージ図を
記載

✓ モノ・カネ・情報などの流れについて
も可能な範囲で記載

✓ 社会課題を解決するために、前頁

記載の「課題を抱える対象」に対し

どのような価値を提供し、その結果、

その対象がどのような恩恵を受ける
のかについて記載

（参考）リーンキャンバスとの対応



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (4/5)
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✓ ビジネスアイデア実現に向け

た検証フェーズに進むにあたり、

技術上の課題がある（＝研

究開発タスクが残っている）
場合は、

「検証フェーズに進むためにク

リアすべき研究開発上のタス
クや課題」

「そのタスクや課題の対応方

針および対応完了見込み時
期」

について記載

• ビジネスアイデア実現に向けた

クリアすべき法規制上の課題

がある場合は、該当する法規
制およびその対応方針を記載



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (5/5)
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✓ P1～P4までに記載している
内容を補足するデータ等が
あれば本ページに記載

✓ 該当するページの本ページに

補足情報を記載している点
について、注釈を入れる

✓ 最大3枚まで追加可能



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (1/5)
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✓ P2（社会課題）の内容
を簡潔にまとめて記載

✓ P3（提供価値・ソリュー
ション）の内容を簡潔にま
とめて記載

✓ ビジネスアイデアを実現す

るためのチーム構成と役割
について記載

（応募時点での調整状
況も記載）

✓ 業種・業態でも可
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本募集に関して、個別での相談（提案書の壁打ち、マッチング

に向けたコミュニティ会員のご紹介等）も承っておりますので、ご
希望の方は事務局までご連絡ください。



３．Q&A
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説明会で頂いた質問と回答
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質問事項 回答事項

◼ アイデア実現にあたりシステムの開発が必要だが、このような

フェーズで応募可能か。また、一部でも検証のフェーズに入っ
ていると、応募できないということか。

✓ 応募は可能です。検証フェーズに一部少し入っていたとして

もビジネスアイデアの検討フェーズ（構想・企画、応用研究
開発）の要素が残っている場合は問題ございません。

◼ 連携先の確約が取れない場合での応募も可能ですか。想
定して連携先を記載しようと考えております。

✓ 応募段階で確約が取れていない場合でも問題ございませ

ん。アイデアの募集であるため、確約が取れていない連携

先については、現在の想定（業種・業態など）をご記載
下さい。

◼ 費用支援について、決算時に購入証明や領収書は必要
でしょうか。

✓ 提出が必要になる可能性があり、保管をお願いします。

◼ 想定しているアイデアに関して、多摩の中での展開がメイン
になるのでしょうか。

✓ 多摩の中での展開に限ったものではありません。多摩を活
用してビジネスをスケール頂くことを想定しております。

◼ 選定後のマッチングの支援に関して地方自治体との交渉
窓口になってもらえますか。

✓ 可能です。一緒に連携のためやコミュニケーションについて支
援させて頂きます。

◼ 今回のビジネスアイデア実証は多摩で実施し、その後は多
摩を含めて他の地域に展開できるものという形でいいですか。

✓ 問題ございません。

◼ 応募内容については新規性がないといけませんか。 ✓ 新規性もしくは独自性が求められるとご理解ください。何か

しらの目新しさもしくはオリジナリティにより、社会課題解決
にとって価値のあるものであるということが求めれてます。


